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理事会報告 第2回 平成25年7月6日㈯

審議事項
 1	 平成26年度神奈川県への行政要望について� 承認
 2	 事務局組織規則の改正について� 承認
 3	 相談役の設置について� 承認

報告事項
 1	 10月の理事会（26年度事業計画案）について
 2	 ６月通常総会　実施報告について
 3	 平成25年度　事業説明会について
 4	 日本看護協会総会の出席状況について
5	 認定コース・研修・学会等について

 6	キャリア支援研修センター藤沢使用状況
 7	「まちの保健室」について
 8	日本看護協会の見学について
 9	会員交流会について
10	平成24年度会計監査の指導事項に関する 
	 措置状況について
11	財務三基準及び公益目的取得財産額ならびに

平成24年度決算確定に伴う平成25年度収支
予算の補正について

12	他団体関係報告
	 1）神奈川県病院学会について

　キャリア支援研修センター藤沢を、4月に開所し、5月
から試行的に使用していただいています。　
　9月からは、緩和ケア等の研修を、当施設で実施するこ
とにしています。ホームページには空き状況も掲載してい
ます。
　当施設を開所した経緯ですが、当協会には、会員の方
から、研修を希望しているがなかなか受講できないといっ
た声や、支部活動、委員会活動の会場確保に苦労してい
るといった声が寄せられていたところです。そこで、小
田原方面や厚木、相模原方面からも交通の便がよく、駅
からも至近距離にある施設が確保できることになったこ
とから、このたび当施設を開所したものです。
　なお、資産取得資金を積み立てて、長期の計画で建設
を予定している研修センター構想と、このたびの施設と
は別のものです。会員の方のご要望に、できるだけ早く
お応えしたいと思い、借り受けたもので、研修センター
構想の実現に向けて、引き続き取り組んでまいります。

〜キャリア支援研修センター藤沢を開所しました〜

　認定教育班はキャリア支援研修センター藤沢に移転いたします。それに伴いファーストレベル･セカンドレベル・
緩和ケア認定看護師関連の研修施設も移転いたしますのでご周知下さい。9月9日からの連絡先はこちらです。

ファースト・セカンド／☎0466–55–3070　　緩和ケア／☎0466–55–3071

お
ら
し
せ

◇施設の概要

◦研修室1（収容力80人）、研修室2（収容力40人）、　
研修室3（収容力40人）
◦講師控室　2室
◦研修課認定教育班（事務室）

◇施設の特徴

◦地域に密着した活動拠点（開所のねらい）
◦ビルの9階を借り切っているため、外部の者は入れ

ない（安全、安心の確保）
◦富士山や江ノ島などが眺望でき、開放感がある（ゆ

とりとやすらぎの確保）
◦カードキーにより入退室ができ、自主管理となって

いる

詳細は本協会ホームページをご覧ください。
http://www.kana-kango.or.jp/fujisawa/

お問い合わせ／ 045-263-2918（企画・会員班まで）

所在地：神奈川県藤沢市南藤沢5-9　朝日生命藤沢ビル9階

キャリア支援
研修センター藤沢
開所のご案内

災害救護対策委員会Presents

災害看護

職場等での個人備蓄物品

あなたのロッカーに水は入っていますか？
　大災害に備えて、自宅には飲料水や食料などを準備されている人が多いでしょ
う。しかし、災害は自宅外にいるときに起こることも考えられ、帰宅困難な場合
も含めて備えておく必要があります。施設に勤務している人は、施設の備蓄を
あてにしているかもしれませんが、実際には、職員用の物資が確保されていると
ころは少ないようです。
　そこで、職場等で被災し自力で24時間を乗り切るため、また徒歩で帰宅する
ことになった場合などを考慮して、必要なものを個人で備えておくことをお勧め
します。なお、個人ロッカーなどのスペースによって、備蓄の許容量が異なると
思いますので、優先度の高いものから揃えていきましょう。

part7
自宅以外の場所での

備えはできていますか

★飲料水、食品、電池などは、定期的に使用期限を確認しましょう。
　これらは意識して普段から使用し、新しいものを補充するようにしましょう。

★準備しているのが自分だけだと、同僚の前では使いづらいこともあります。
　職場ぐるみで備蓄を推進しましょう。

★また、職場～自宅まで、徒歩による帰宅訓練も備えとなるでしょう。

優先度 物　　　品 ワンポイントアドバイス
高 水 2L 500ml ボトル数本にすると徒歩で帰宅する場合に便利

携 帯 用 ラ ジ オ 1 台 予備電池も準備

懐 中 電 灯 1 本
ペンライトやヘッドライトで代用（ヘッドライトは両手
が空いて便利）
予備電池も準備

簡 易 食 品 適量 あめ玉、お菓子、インスタント食品など
歩 き や す い 靴 スニーカー 鉄板入インソール（ホームセンターで数百円）

地 図
地域防災マップ、
自宅までの徒歩
ル ー ト マ ッ プ

災害時にはインターネットがつながらないこともあるの
で、ダウンロードしておくと便利

レ イ ン コ ー ト 1 枚 簡易ポケットタイプ　防寒着の代用
ウェットティッシュ 1 袋 水が使えない時などに便利
携 帯 用 ト イ レ 1 個 最低でも 1 個準備
生 理 用 品 十分な量 不測の事態に対応
新   聞   紙 朝刊 2 日分 防寒やトイレットペーパーの代用
下   　 着 1 日分 雨や汗に濡れた時に対応
ヘ ル メ ッ ト 1 個 座布団・厚めの帽子などで代用
軍   　 手 1 組 倒れた備品の片付けなどに便利

低 そ  の  他 常備薬、45 Ｌゴミ袋（三角布や防寒具などの代用）など


